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第５学年　社会科学習指導案
は組　男子19名　女子18名　計37名
指　導　者　　　上江洲　　洋　志

１　小単元　　　工業生産と貿易

２　小単元について
（1）小単元の位置とねらい

子どもたちは，これまでに身の回りの工業製品を調べたり，自動車工業に従事する人々の工夫や
努力を調べたりする学習を通して，我が国の主な工業生産の種類や，工業製品と自分たちの生活と
のかかわりをとらえてきている。また，工業地帯や主な工業地域の分布について調べる学習を通し
て，我が国の工業生産の現状や特色を具体的にとらえてきている。このような学習をしてきている
子どもたちは，工業生産を支える原料の確保や，できあがった工業製品の流通といった，より幅広
い視野から我が国の工業生産を追究したいという意欲が高まってきている。 

そこで，本小単元では，原材料の確保や製品の輸送などにみられる貿易や運輸の働きを追究する
活動を通して，貿易や運輸が工業生産を支える大切な働きをしていることや，これからの貿易が，
自国と他国のより良い関係を考慮してなされる必要があることを具体的にとらえさせるものである。
また，写真やグラフ，地図や表などを活用し，我が国の工業生産を支える貿易や運輸の特色を，年
代ごとに比較しながらその変化をとらえたり，変化の理由を輸出入品目の移り変わりと貿易相手国
の移り変わりとを関連付けながら考えたりする力を高めさせていくようにする。 

このような学習は，我が国や世界のよりよい環境の保全について追究する学習や，我が国と世界
とのよりよい関係について考えたりする学習へと発展してくものである。

（2）指導の基本的な立場

我が国は，世界有数の工業立国であると同時に，貿易立国でもある。その変遷に目を向けると，
戦後，鉄鋼，船舶といった重化学工業を発展させ，製品を海外に輸出することで経済成長を遂げて
きた。資源が乏しい我が国が，原油などの燃料資源や工業原料などの大部分を海外から輸入し，そ
れを加工・製品化して輸出する貿易のやり方は「加工貿易」と呼ばれ，我が国は多くの貿易黒字を
得てきた。その一方で，高度成長期には，貿易の不均衡から貿易摩擦が継続的に生ずるようになっ
たことから，海外で現地生産を進め，製品を逆輸入するメーカーが増え，貿易の仕方は，時代とと
もに変わってきている。また，輸出入品目や貿易相手国にも，時代による変化が見られる。さらに，
自由貿易や，限りある資源をめぐる問題といった他国との関係に関する問題や，産業の空洞化といっ
た国内に関する問題もあり，我が国の貿易を取り巻く環境は大きく変化してきている。

そこで，ここでは，貿易が工業生産を支える大切な役割を果たしていることをよりよく理解させ
るために，主な輸入品目と相手国，主な輸出品目と相手国を取り上げ，我が国の貿易の特色をとらえ
させていく。その際，今後の我が国の望ましい貿易の在り方について考えを深めさせるために，時代
ごとの輸出入品目や相手国を比較させ，その変化をとらえさせるとともに，変化の理由を考えさせる。
また，現在の我が国の貿易の形態にかかわるよさや課題を明確にさせ，追究したことを基に，今後の
我が国の貿易の在り方について価値判断させる活動を設定し，その理由を話し合わせることで，貿易
に関心をもつとともに，自分の生活とのかかわりについて考えを深めることができるようにする。 

そのために，まず，身の回りの工業製品の製造国や外国で使われている日本製品を調べる学習を
基に，「どんなものを，どんな国から輸入したり，輸出したりしているのだろうか。」という問題意
識をもたせ，我が国の貿易の特色について追究したいという意欲を高めさせたい。

次に，一人一人の予想を基に，自分なりの見方や考え方を生かした追究計画を立てさせ，写真や
グラフ，表や地図等の資料を基に，自分なりに気付いたことを「輸入品と相手国」「輸出品と相手国」
｢貿易のよさと課題｣ の追究の柱から，グループや全体で話し合わせる。そして，輸出入品や貿易
相手国を時代ごとに比較させながら，我が国の貿易の特色を整理させていく。

さらに，アジアを中心に行われている「海外生産」「逆輸入」という貿易の形態をとらえさせる
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内容を付加し，その良さと課題をとらえさせる活動を設定することで，我が国の今後の望ましい貿

易の在り方について価値判断するために必要な価値的知識をとらえさせる。そして，追究したこと
を基に，今後の我が国の貿易の在り方について価値判断させることで，獲得した知識や概念を基に
した社会的な価値判断ができるようにしていく。

このような学習を通して，子どもたちは，我が国の貿易の特色について分かる楽しさや喜びを味
わいながら，今後の望ましい貿易の在り方についての考えを深め広げていくことができる。

（3）子どもの実態(調査人数３７名，質問紙法，重複回答，主な項のみ記述)

この学級の子どもたちの，工業生産と貿易につ
いての主な見方や考え方は次のとおりである。

単元の学習で追究したいことについては，貿易
相手国や貿易品目に関心をもつ子どもが多い。こ
れは，食料品をはじめとして，子どもの身近に輸
入された品物が比較的多いからであると考える。
次に，貿易相手国については，輸入，輸出ともに
アメリカと中国を上げる子どもが多い一方で，活
発な貿易が行われている韓国や，東南アジアの
国々を上げる子どもはほとんどいなかった。ま
た，貿易品目については，石油を輸入していると
答えた子どもが多い一方で，鉄鉱石や石炭といっ
た他の資源を上げる子どもは少なかった。さら
に，輸出については，全体的にあまり多くの品目
が上がらなかった。これは，日常における報道や
学習の経験に差があること原因であると考える。
次に，貿易上の課題や貿易ができなくなった時の
影響については，知識や考えをもっている子ども

自体が少ない。これは，新しく学習する範囲である，「貿易」に対する見方や考え方が十分に育って
いないからであると考える。資料活用力について，グラフや地図，表にかかれていることを読み取る
だけでなく，資料に書かれている事柄同士を比較したり，関連付けて考えたりできる子どもが多い。

（4）指導上の留意点

以上のことを踏まえ，指導に当たっては次のようなことに留意したい。
原材料の確保や製品の輸送などにみられる貿易や運輸の働きをよりよくとらえさせるために，「輸

入品と相手国」「輸出品と相手国」｢日本の貿易よさと課題｣ といった追究の柱を設定する。その際，
過去と現在の貿易の形態とを比較しながら，よりよい貿易の在り方について価値判断するために必
要な知識や概念をとらえさせていきたい。
ア　まず，身の回りの工業製品がどの国で作られた製品かを調べる活動を基に，身の回りの多くの

製品が海外から輸入されているという事実をとらえさせたり，海外を走る日本車の写真から，日
本から海外へ輸出をしているという事実をとらえさせたりする。そして，これらの事実から，「ど
んな国と，どのような品物を輸出入しているのだろうか」という問題意識をもたせ，日本の貿易
について追究していきたいという意欲を高めさせたい。

イ　日本の貿易の特色を明らかにするために，まず，グラフを基に，１９８０年ごろの輸出入品目
の内訳を比較させ，当時，貿易の主流形態であった「加工貿易」をとらえさせる。次に，「日本
車を壊す外国人の写真」から，「なぜ，日本車を壊すのだろう」という疑問をもたせ，その理由
を貿易の不均衡と関連付けてとらえさせる。そして，現在の輸出入品目を１９８０年代のものと
比較させ，その違いを話し合わせることで，何が，どう変わっているかを明らかにさせていく。
その際，「海外生産」による「逆輸入」と「現地販売」という企業の生産，販売形態のよさと課

題をとらえさせることで，今後の貿易の在り方に対する価値判断をするために必要な価値的知識
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１　工業生産と貿易への興味関心（複数回答）
　　相手国(16)　貿易品目(12)　貿易額(10)　よさ・課題(7)
２　貿易相手国(複数回答)
　　【輸入】　アメリカ（24）中国(20)　オーストラリア(15)
　　　　　　フィリピン(4)　サウジアラビア(6)　その他(4)
　　【輸出】　アメリカ(22)　中国(16）オーストラリア（10）
　　　　　　カナダ（4）　その他（7）
３　貿易品目(複数回答)
　　【輸入】　石油（25）食品(21)　天然ガス(8)　鉄（7）
　　　　　　機械類(5)　無回答(3)
　　【輸出】　車(20)　食品(16）機械（14）　無回答（3）
４　貿易上の課題（複数回答）
   　値段(関税)（7）　相手国との関係（5）必要量の確保（3）
５　貿易ができなくなるとどうなるか
　　工業への影響(10)　物資不足→生活への影響（9），
　　物価への影響（5） 無回答(6)
６　資料活用力
　　①表（川辺仏壇作りにかかわる人の数）
　　　　変化（28），項目ごとの比較（7）
　　②グラフ（鹿児島市の人口と水を使う量の変遷）
　　　　人口と使用料の関係（19）　変化（15）　
　　③地図（南さつま市から水をひいている様子）
　　　　・平川浄水場の水は南さつま市からきている（23）
７　まとめ方
　　新聞（25）　ポスター（４）　壁新聞（４）
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をとらえさせる。

ウ　追究したことを基に，単元の終末において，自国と他国双方の発展につながる今後の貿易の在
り方について価値判断し，判断した理由を吟味し合う活動を設定する。その際，追究に際して用
いた資料や，まとめたことを基に，根拠を明確にした判断となっているかを吟味させたり，根拠
と主張の整合性を吟味させたりする。さらに，自己の判断とその理由の深まりを実感させるため
に，討論的活動を振り返る場を設定し，単元当初と単元終末の自己の考えを比較させたい。

３　目　　標
（1）　我が国の貿易の様子に関心をもち，主な相手国や輸出入品目の変化を主体的に調べたり，調べ

たことを基に今後の望ましい貿易の在り方について話し合ったりまとめたりすることができる。
（2）　我が国の貿易の様子について，主な相手国や輸出入品目の変化を調べ，その理由を他国との関

係から説明するとともに，今後の望ましい貿易の在り方について価値判断したり，たがいの判断
の理由を話し合い，吟味し合ったりすることができる。

（3）　我が国の貿易の様子について，表やグラフ，写真などの資料を活用して必要な情報を集めると
ともに，調べて明確になったことを新聞などにまとめることができる。

（4）　我が国が，様々な国とかかわりながら，貿易をしていることをとらえるとともに，貿易が，我
が国の工業生産を支える重要な役割を果たしていることをとらえることができる。

４　指導計画(全８時間)

 

 
 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
○　海外生産する企業が増えている理由を

とらえさせるために，人件費等の生産コ

ストを日本と海外で比較させ，その違い

と，価格の違いとを関連付けて話し合わ

せる。
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５　本　　時（６／８）
（1）目　　標

日本のメーカーが，海外に工場を作り，生産している理由を追究する活動を通して，二つのメー
カーの方針を比較することで，「逆輸入」と「現地販売」という，二つの考え方の違いをとらえ，
そのメリットとデメリットを説明することができる。

（2）本時の展開にあたって

本時の展開にあたっては，海外生産を行っている理由を，コストの低減による販路の拡大の点か

らとらえさせるために，工場がある国の物価や人件費，輸送費といったコストを日本と比較させて

その違いを販売価格と関連付けて話し合わせていく。その際，海外生産を進めることは，貿易摩擦
に配慮した取組であると同時に，解決すべき課題があることについてもとらえさせていくことで，
今後の望ましい貿易の在り方について価値判断するための価値的知識をとらえさせていきたい。

（3）実　際

５ 本  時（６／８） 
(1) 目  標 

 

(2)  

海外生産を行っている理由を，コストの低減による販路の拡大の点か

らとらえさせるために，原料の調達先と工場の距離および工場から販売先の距離と輸送費とを関連

付けて話し合わせていく。
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海外生産をする理由のひとつに，コス
トが低く抑えられることをとらえさせ
るために，「海外生産をすることで日本
よりも安く抑えられるものは何か。」と

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

【海外生産をする理由】 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

コストを下げ，日本で

安く売る。（▲国内

産業の空洞化） 

新しい販売先を，海外

に求める。（▲国内産

業の空洞化）

 

 
  

 
 

 

   

    

   

 
 

問いかけ，人件費，地価，電気代といっ
たコストを，日本で生産する場合と海外
生産する場合とで比較させ，その違いに
着目させることで，生産コストと販売価
格とを関連付けながら，そのメリットを
話し合わせる。
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